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●開発の知見・データを活かした今後の事業戦略の策定、経済性評価などについては

㈱ユニバーサルエネルギー研究所が実施し、開発が完了したのち県内企業の協力の

もと、漸次福島県内の同社工場・事業所（全 22 店舗）などでの利用・導入を進め

ると共に、当面福島県内の事業者・施設などを対象として事業展開を推進する計画

です。冬季寒冷な地域での地産地消による小型のコージェネレーションは需要も大

きく、熱と電力の需要に応じた供給を実現します。 

 

●事業の推進にあたり東京大学名誉教授山地憲治氏を座長とする研究会を発足（8 月

9 日第 1 回研究会開催）、福島県の協力のもと有識者、県内の関連企業との連携を

進め、国内の関連事例の視察・知見の集約、開発・事業化・経済性の評価など多面

的な検討を推進する計画です。なお、本事業の内容については 11 月 8 日・9 日ビ

ックパレットふくしま（郡山市）にて開催される「第 6 回ふくしま再生可能エネル

ギー産業フェア 2017」（主催 福島県・公益財団法人福島県産業振興センター）

にて展示・公開する予定です。 

 
参考：開発したコジェネレーションから 

電力・熱を供給する車両物流センターと設置場所近傍                               ベースエンジン・トヨタ系（CNG エンジン） 

 

 
 

 

本件に関するお問い合わせ先 

●福島トヨペット株式会社 

〒963-8511 福島県郡山市川向１－１ 

管理本部 橋本・石神 

電話：024-946-1196 メール：m-ishigami@fukushima-toyopet.co.jp 

 

●株式会社ユニバーサルエネルギー研究所 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 5-3-20 仙石山アネックスビル 4 階 

秋本素子 

電話：03-5408-1118 メール：info@ueri.co.jp 

 


